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D 106 服装による覚､味伝ii(2）一現代tておける身体変形
　　　　共立女’大家政○S.>田真紀伊藤紀之

　目的人は自分のもつ身体の大きさやかたち, 色などに、いつの時代も不満乞もってい

ろ。どんな身体特性を示したいかばs刳でや民族によ･7て異なるものだｙ、現iやまどのよう

mm直蓼^もち。iた、その欲求は服装にとク表現されているのだろうか。身休変形の表

現ﾋ｡して服装t.とうえろこどによワ。冽べ;のM装-. ぶう尤味伝建のば巧れてついて考良

^試みた。

　方法^MﾛぶZ年/Z月、荷立々一子大学減服学紆学生(み.Z3歳)μ名と母親(a・ヽ捺政)

具名t対象に。身長・体重・バスト・ウエスト・七ヅプサイスヤついてば数値で･. また、

身体特吋乖負目についてIt5段階調面で･、現実及び濁乱i-る婆を記入してもらｰ､た。さ

らにそれ吟剔本特陸からラけるイメージについて. 質閑紙によう調査を喫施した>

　結果　①身長･体重・バスト・ウエスト・ヒヽ、プサイス:については全員が｀いずれ^Jヽヽに不

満をも･フており. 学生・母親共に現実のぞータばげ'^フきが｀大きいの自:Cべ｀て、理偲とず

る姿に集中す引l./3aiくつ力ヽみられた。(1)和本特性の聊面ば、学生の場合ほほ茅数の項目

I'-7いて現実口賢思の署ヵぐ逆転しfこ。特に.ニ重まぶれ、歯の並び゛と色、肌のき<ﾌと色、
脚召旨の長おこ鉄着な貧求が゛みられれ。母親の欲求ぼ学生に比べ｀て低沁、た。学生と母親

の理偲の^^の評面釘已較すろと｡、特に爪のもとnの特徴､て禰直観の募がみらねた。⑤理侭

とする絹本紳励ヽらは、きれい、知的、上品、力しこいいなどの好ましさや、大人-7 irい、

-Eワシーなじの女″らしさ、治発､偉集的などの明るびが｀イメージ≒ぎれておリ、翔本吋峠戸
がﾌ特徴に竟喇云進の効果が｀ある様子が'読みと｡れた。


